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三浦外洋セーリングクラブ理事会議事録 

 

開催日：２０１７年３月１４日（火）１８：３０～２０：０８ 

場 所：虎ノ門 第二オカモトヤビル３階会議室 

出席者：理 事：大谷、尾山、児玉、才藤、庄野、関根、外山、丹羽、平松、星野、三輪 

    監 事：望月 

    オブザーバー：北川 

欠席者：理 事：飯島、伊藤、小川、北村、黒岩、新通、羽柴 

監 事：藤田（以上、アイウエオ順） 

 

 

尾山会長が議長となり、議事録作成人に庄野理事、同署名人に才藤理事を指名して、下記議

案につき審議した。 

 

１．全国加盟団体長会議並びに外洋加盟団体長会議の件 

議長より 1 月 21 日に全国の加盟団体長全てと JSAF 役員が参加して全国加盟団体長会議

が行われ、翌 22 日に外洋加盟団体長会議が行われ、資料はメールにて回覧済みであると

ころ、主な協議事項としては、10 月 23 日開催の外洋団体長会議に於いて艇登録証につ

き海外で通用しないとの指摘を受け、システム変更の必要あるが、受益者負担でいくこ

ととなり、1 団体あたり約 5 万円の負担となる見通しであることが報告され、当クラブ

においても次年度予算に計上予定であることが報告された。 

 

２．外洋合同会議の件 

平松理事より 2月 3～4日に蒲郡で開催された外洋合同会議のうち安全委員会について報

告がなされ、ライフジャケットの着用義務化が平成 30 年 2 月より施行予定であり、桜印

のついたライフジャケットである必要があり、平成 34 年からは罰則規定も設けられ、

JSAF のレース中や練習中は桜印のものでなくとも可とのことであり、クラブレースはグ

レーゾーンであること、並びに外洋特別規定のカテゴリー3 では 150 ニュートンのライ

フジャケットが必須になる旨が説明され、星野理事から海外製ライフジャケットではス

プレーフードのアタッチメントがあり、カテゴリー3 であってもレース毎に各項目を修

正することは可能である旨が補足された。 

三輪理事よりルール委員会について報告がなされ、今般のルール改定では 69 条の改正と

ウエイポイントでのマーク指定ができるようになったこと、抗議の意思表示は「プロテ

スト」と言うこと、また裁量ペナルティと U 旗がポイントであることが説明された。 

北川氏より計測委員会について報告がなされ、同委員会では IRC と ORC の収支説明が

あり、IRC 計測の大きな変更点としてキール材質の申告とバックステイ関係が「アフト

リグ」の名称に変わったこと、ORC ではフローテーション計測の変更点やパフォーマン

スラインの廃止が大きな変更である旨が説明された。 

飯島理事欠席のため、レース委員会の報告は次回行うこととした。 

 

３．ジャパンカップの件 
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  平松理事より紆余曲折の末、8 月にシーボニアでジャパンカップ開催が決定し、JSAF 内

に準備委員会を設置し、3 月 10 日よりエントリーを開始したところ、関西よりブラック、

関東からエスプリ・光風・カラスの 4 艇がエントリーし、8 月 7～9 日にインスペクショ

ン、10～11 日にインショアレース、12 日にショートオフショア、13 日にインショアレ

ースと表彰式のスケジュールであり、リビエラリゾート社からは 11 艇まで受入可能との

回答を得ており、エントリー費は 50 万円、予算 500 万円、主催は JSAF、協力として関

東四団体の陣容であるが、地元の当クラブが協力せざるを得ないとの認識であることが

報告された。 

 

４．共同主催の件 

  才藤理事よりミドルボート選手権が 5 月 3～5 日の日程で例年通り約 40 艇の参加見込み

でミドルボートオーナーズクラブから共同主催のお願いがきており、ビッグボートクラ

スも併せて予定したいことが報告され、参加資格として乗員の半分以上が JSAF 会員であ

ることと、クルー登録料を外洋系会員はゼロ、その他は 2 千円の定めとし、主催者保険

の負担をお願いしていることが補足された。 当クラブから JSAF に対し、デイレースの

保険料負担の軽減をお願いすることとした。 

 

５．みさきヨット無線局の件 

  議長より 2 月 10 日に児玉理事と共に関東総合通信局を訪問し、VHF 無線局免許の更新の

際、JSAF の加入証なしで更新手続ができてしまっている状況について相談を行い、関東

総合通信局にて 71・74 チャンネルの更新書類がまわってきた際に連絡を頂けることにな

り、関東地域はこれによりカバーすることが可能となったが、地方へも同様のお願いを

していく必要がある旨が報告された。 

 

６．KFR500 回記念レース寄付の件 

  議長よりメールにて審議をお願いした小網代フリートレース500回記念レースへ15千円

を寄付する件につき、承認された旨が報告された。 

 

７．決算並びに総会準備の件 

関根事務局長より別紙 3 月 13 日時点の決算内容と会員数が報告され、4 月 3 日 16 時よ

り監査実施予定であり、次年度予算では突然の出費に対する備えの勘定を用意したいこ

とと、現在会員証の発送準備中であることが報告された。 

 

８．その他 

  ①関根事務局長より新規入会希望者 2 名が諮られ、承認された。 また、当クラブのフ

ェースブックページを開始したことが補足され、当クラブの会員宛郵送物に他団体か

ら依頼された文書を同封する件については、お断りすることが確認された。 

  ②議長より次年度の予算申請が 2 委員会からしか申請されておらず、会員サービスのた

め早急に予算を提出して欲しい旨が要請された。 

  ③星野理事より KFR500 回記念レースにつき、29 艇のエントリーがあり、シーボニアに

てパーティ、参加賞としてウィスキーとキーホルダーを用意し、KFR にて 2 クラスと

ファミリークラスを設けている旨が報告された。 
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  ④関根事務局長より新ルールブックは 50 冊を購入し、在庫 4 冊となったことが報告され

た。 

  ⑤次回理事会は 4 月 19 日であることが確認された。 

 

以上で本日の議事を全て終了し、20 時 8 分閉会した。 

 

以 上 

 

        ２０１７年３月  日 

           

       議事録署名人 


